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『金のブラジャー』          院長メモ 

 

クリニック近くに住んでおられた S さんが亡

くなった。100 歳まであと数日というところだ

ったが、大家族の見守る中、眠るかの如く

静かに息を引き取った。 

在宅で診ている間、左乳房がみるみる間に

腫れ上がり一度は乳癌の診断を受けた

が、紹介先の病院での化学療法が功を奏

して病巣は内部に固さを残したものの、歳に似つかわしくない見事な乳房の形をわず

かに変えただけだった。S さんの人生にとって乳癌は些細なできごとの１つに過ぎなか

ったのである。 

私が訪問して聴診する際には、いつも聴診器を持つ手の半分が乳房の下に隠れる程

だった。「S さん、いつもながら立派なおっぱいだな」と、私が乳房を褒めたたえると S さ

んは決まって恥ずかしそうに“へへへ”と笑ってくれた。 

いよいよ 100 歳に近づいたある日私は“100 歳になったら”金の乳バンド“をプレゼント

する”と約束したが、S さんはやはり“へへへ”と笑うだけだった。 

 

S さんはこの地域の歴史を見てきた人である。 

『戦争が終わった後だって、誰れかが病気になると部落の人が

病人を戸板に乗せて盛岡の病院に引っ張って行ったもんだ。

けっとも、よく途中で亡くなってしまってそのまま引きずって帰っ

て来るもんだっけよ。』 

『隣りの M ちゃんは器量が良かったから盛岡の色街さ売られたども、オラはめんこく無

かったから身売りされなかった・・・ハハハ』 

「でもばあちゃん、おっぱいおっきかったから危ないとこだったな。」と私が言うと大笑い

して上の入れ歯がガタッと落ちた。 

いつもニコニコとした笑顔で私達を迎い入れ、貯め

た年金を孫にくれてやることを最大の楽しみとして

いたと、家族さんが言っていた。 

今でも S さんの家の前を車で通り過ぎるたびに、

金のブラジャーなんて何処で手に入るかわからな

いけれど、やっぱり”100 歳になる前にやっとくべき

だったかな？”と思ってみたりする。 
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平成２９年３月 

○=休診日 ★=診療時間変更 

 

日  月  火  水  木  金  土  

    1  2  3  4 

 5  6  7  8  9  10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29	
  30 31  

       

★ 

 

 

 

世界希少・難治性疾患の日       指導：国立成育医療研究センター 理事長 五十嵐 隆 
      （日本医師会「日医ニュース：健康ぷらざ No.４７８」より抜粋） 


